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１．なぜＰＭの進捗報告準備の効率化？
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ＰＭの進捗報告会は多い
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特に大規模プロジェクトのＰＭ
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本来やるべき作業に時間を使えない
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進捗報告に費やす時間を減らしたい

進捗報告に

費やす時間
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２．どうやって効率化を図るのか？
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案１：進捗会を減らしてみる
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似たような進捗報告をしている

Ｐ Ｍ

お客様

上司

ＰＭＯ

品質保証
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進捗報告会は１回じゃダメなんですか？

©2019日科技連
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実際に言ってみた

進捗報告会は１回でいいですよね？

©2019日科技連
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怒られました
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会社には、それぞれルールがある



15/36

案２：進捗資料作成を効率化

進捗資料作成 会議
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案２：進捗資料作成を効率化

進捗資料作成 会議



17/36

進捗資料作成の何が大変なの？
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常にオーダーメイドの報告資料

Ｐ Ｍ

お客様

上司

ＰＭＯ

品質保証

メンバ
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報告資料を統一してはどうですか？

お客様

上司

ＰＭＯ

品質保証

要件通り、予定通り使えますか？

プロジェクトは赤字になっていないか？

説明できる内容でお願いします

品質はどうなっていますか？
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会議頻度、資料精度はそのまま

進捗資料作成 会議
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できることをやろう
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オーダーメイドの何が大変？

たくさんの報告内容を１つに集約するのが

相手に合わせて報告内容を変更するのが

相手に合わせて報告内容を取捨選択するのが
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0社

4社

7社

Excel以外

一部Excel

全てExcel 63.6%

36.4%

進捗資料はExcel が主流！？
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現場の声 × Excel 

Excelツールで解決しますか？
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ＣＳＭＡ法の提案
Connect Similar Materials Automatically

Ｐ Ｍ

お客様

上司

ＰＭＯ

品質保証

メンバ
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機能１：マージ

たくさんの報告内容を１つに集約するのが
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機能２：転記

たくさんの報告内容を１つに集約するのが
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機能３：変換

相手に合わせた報告内容の変更するのが
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機能３：変換

相手に合わせた報告内容の取捨選択するのが
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実際のツール画面
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入力出力はＮ：Ｎで設定可能
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３．どのくらい効率化できたのか？
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効果の検証方法

実際にツールの設定２時間

大規模プロジェクトを想定した期間
（３０か月（＝１２０週））

机上シミュレーションで測定
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シミュレーションの検証結果

NO 対象 頻度[回] 準備時間[時間] PRJ[時間] 準備時間[時間] PRJ[時間]

① 組織承認者 1/月 1 30 0.33 10

② 品質保証部 7/PRJ 1.33 9.33 0.33 2.33

③ PMO 1/週 1 120 0.33 40

④ 顧客 1/週 1.33 160 0.33 40

⑤ ツール設定 7/PRJ 0 0 2 14

計 319.33 計 106.33

削減分 213 時間

導入前 導入時
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シミュレーションでの削減効果

約３１９
時間

約１０６
時間

６７％
ＤＷＯＮ
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まとめ

面倒な設定は最初だけ

どのフォーマットでもＯＫ

各社にあるExcelを利用

ツール手順書付き


